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※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

今月の表紙：立派に育てたイワナを持つ數又貞男さん
かず また さだ  お

　「身に着けた人の生活を彩れることが
刺しゅうの魅力」と話す刺しゅう作家兼
イラストレーターの柴崎真理子さん。自
身の作品制作とその販売を手掛ける店舗
を５月に栗駒地区の六日町通り商店街に
オープンしました。
　「もともとはデジタルでイラストを描
いていましたが、手に取れる形で作品を
残したいという思いから、刺しゅうを用
いたイラスト制作を始めました」ときっ
かけを話す柴崎さん。独学で技術を磨き、
２年前、友人２人と共にそれぞれの分野
で栗原を表現した展示会を開催し、刺しゅ
う作品を初めて展示しました。「発表の
機会を得たことで、作品を人に見てもら
う楽しさを知り、現在の活動につながっ
ています」と当時を振り返ります。
　もともと神奈川県に住んでいた柴崎さ
んは、移住定住イベントで六日町通り商
店街を知り夫婦で移住しました。「微力
ですが、このアトリエ兼店舗を通じて商
店街がよりたくさんの人でにぎわう場所
になってほしい」と地域への思いを語り
ます。
　店舗運営と作家活動の両立に意欲を見
せる柴崎さんの挑戦はこれからも続きま
す。
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柴崎　真理子　さん（栗駒六日町）
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